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こ
の
ほ
ど
「
平
成
十
四
年
版

労
働
経
済
の
分
析
」、
い
わ
ゆ
る

「
労
働
経
済
白
書
」
が
公
表
さ

れ
た
。

　

白
書
は
九
章
の
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
最
近
の
雇
用
・
失
業

の
動
向
と
そ
の
背
景
を
見
る
と
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

①
近
年
の
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
生
産
の
変
動
に
対
す
る

企
業
の
雇
用
調
整
が
従
来
以
上
に
敏
感
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、生
産
の
変
動
そ
の
も
の
が

大
き
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。
②
わ
が
国
の
失
業
率
は
、

欧
米
諸
国
の
失
業
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
中
で
上
昇
し
続
け
て

お
り
、特
に
若
年
者
と
男
性
高
齢

者
の
失
業
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
③
構
造
的
・
摩
擦
的
失
業
の
高
ま
り
は
、
公
共
職
業
安

定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
利
用
が
少
な
い
層
に
お
け
る
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
④

長
期
失
業
者
が
い
っ
た
ん
増
加
す
る
と
、
そ
れ
を
減
ら
す
こ

と
が
困
難
に
な
り
、
失
業
率
が
高
止
ま
り
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
⑤
九
〇
年
代
に
は
、
雇
用
は
主
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
業
に

お
い
て
創
出
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は
雇
用
創
出
率
が
低

下
し
て
い
る
。

　

以
上
が
「
労
働
経
済
白
書
」
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

特
に
厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
で
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
求
人
側
の
期
待
す
る
人
間
像
と
求
職
側
の
そ
れ

と
に
大
き
な
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
職
業
能
力
の
不
一
致
、
情
報
の
不
完
全
性
、
労
働
者
や

企
業
の
選
好
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
ま
ず
職
業
能
力
の
不
一
致
に
対

し
て
は
、
多
様
な
教
育
訓
練
機
会
の
確
保
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ

ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
充
実
や
職
業
能
力
評
価
シ
ス
テ

ム
の
開
発
な
ど
に
よ
る
職
業
能

力
開
発
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

　

情
報
の
不
完
全
性
に
対
し
て

は
、安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）の

機
能
の
充
実
や
労
働
力
需
給
に

関
す
る
官
民
の
連
携
強
化
な
ど

求
職
側
の
職
業
能
力
を
求
人
側

に
正
確
に
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
労
働
者
や
企
業
の
選
好
に
つ
い
て
は
、
綿
密
な

職
業
相
談
の
ほ
か
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
や

年
齢
制
限
の
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
齢
者
の
失
業
増
も
懸
念
材
料
で
あ

る
が
、
日
本
の
未
来
を
背
負
う
若
年
層
の
失
業
増
は
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
そ
の
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。

求
め
ら
れ
る

若
年
雇
用
対
策

「
労
働
経
済
白
書
」

�
…『
�

』（
平
成　

年 
4
月
〜　

月
）
開
催
中
・
中
山
道
沿
線
地
域
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
実
施

14

11

七
月
の
景
況
調
査　

２　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ミ
ラ
ノ
）　

３

岐
阜
労
働
局
よ
り　

５　
「
Ｉ
Ｔ
研
修
会
」ご
案
内　

６

飛
騨
・
高
山「
暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典
」、陶
磁
器
新
作
展
示
会　

４

商
業
登
記
規
則
等
の
一
部
改
正　

７　
支
所
だ
よ
り
、中
部
経
産
局
・
大
道
正
夫
新
局
長
来
会　

８

事
務
局
だ
よ
り（
東
海
財
務
局
・
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
）ほ
か　

９
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県内中小企業主要業種の景気動向
（７月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

７月景況調査

準
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
幅

が
拡
大
し
た
た
め
全

体
的
に
悪
化
と
な
っ

た
。

　

売
上
高
、
販
売
価

格
動
向
は
前
月
比
悪

化
で
、
同
業
者
間
の

Ｄ
Ｉ
値
悪
化
業
種
目
立
つ

建
設
関
連
で
は
業
界
不
安
の
声
も

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
七
月
の
特
色
』と『
主
な
業
種

の
業
況
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
七
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
再
び
悪
化
②
依

然
需
要
不
振
、
先
行
き
不
透
明
③
夏
季
需

要
は
低
調
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、前
月
の

６０

マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、
８
ポ
イ
ン
ト
の

５２

悪
化
。　
　

　

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
値
を
見
る
と
、
繊
維
・
同

製
品
、紙
・
紙
加
工
品
等
五
業
種
で
は
マ
イ
ナ

ス
幅
の
縮
小
が
見
ら
れ
た
一
方
、窯
業
・
土
石
、

機
械
・
金
属
、商
店
街
等
八
業
種
で
前
月
水

価
格
競
争
、
原
材
料
の
値
上
が
り
、
販
売
価
格
の

低
迷
等
、依
然
厳
し
い
状
況
。

　

建
設
関
連
で
は
、
大
日
本
土
木　

の
経
営
破
綻

（株）

の
影
響
も
出
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
る
実
需
不
足
の

中
、業
界
不
安
の
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
〔
主
な
業
種
の
業
況
〕【
窯
業
・
土
石
】
陶
磁
器

等
で
は
、
前
年
同
月
比
売
上
は
減
少
、
タ
イ
ル
で
は

生
産
調
整
を
行
う
企
業
が
目
立
つ
。

【
商
店
街
】
景
況
感
は
、
低
調
横
這
い
の
大
垣
市
を

除
き
、全
て
の
商
店
街
で
悪
化
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
全
般
的
に
、
前
年
同
月
比
売
上
は

低
調
横
這
い
も
し
く
は
減
少
。
唯
一
の
好
材
料
は
、

近
年
の
宿
泊
人
員
の
下
降
傾
向
に
若
干
の
歯
止
め

気
配
が
出
て
い
る
下
呂
温
泉
。

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△△△▲タ イ ル
▲△△△△▲窯 業 原 料
▲▲▲▲▲▲耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲▲石　 　 灰
▲▲△▲△▲生　 コ　 ン
△△△△△△砂 利 生 産
▲△▲▲△○砕 石 生 産
▲△△▲▲▲鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
▲▲△△△○刃物等金属製品 （内需） 
▲△△▲▲△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
▲△△○▲○可 児 工 業 団 地
△△△△△△金　 　 型
▲▲▲▲▲▲機械工具・工作機械
△▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
▲△▲▲▲▲輸 送 機 器
△△△○△○各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△▲▲▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△▲▲▲陶　 磁　 器
△△△△▲▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
△△▲▲△▲家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△△▲味 噌 ・ 醤 油
▲△▲▲△△豆 腐 製 造
△▲△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
○○△○△○米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
▲△△△△▲製 麺
△△△▲△△撚　 糸
▲▲△▲△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲▲▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲△▲▲△▲ニ ッ ト 雑 貨
▲▲△△▲△メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
▲△△▲△△縫　 　 製
△▲▲△▲○製　 　 材
▲▲▲▲▲▲銘　 　 木
△△△△△○集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△▲△特　 殊　 紙
△△△▲△▲紙　 加　 工
△△▲▲▲△印　 　 刷
△▲△○▲○プ ラ ス チ ッ ク
▲▲▲▲△▲陶 磁 器 （ 工 業 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲▲△△△▲共 同 店 舗
▲△▲▲△△生 花 販 売
▲▲△▲▲△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲△多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲恵 那 市 商 店 街
▲△△▲△▲高 山 市 商 店 街
△▲△△△▲車 体 整 備
▲△△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
△△△△△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△△下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
▲▲△△△△ク リ ー ニ ン グ
▲△△▲▲▲広 告 美 術
――――――情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲▲▲映 像 制 作
▲△△▲△▲飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲△△土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲△▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲▲鋼 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
▲△▲△△△管 設 備 工 事
▲△▲▲△△建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△▲△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲○▲▲△▲軽 運 送

�
…「
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
！ 
私
の
健
康 
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
！ 
働
く
環
境
」 　

月
１
日
〜
７
日
は『
第　

回
全
国
労
働
衛
生
週
間
』で
す

１０

５３
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

イタリア見本市事情

岐阜県ミラノ駐在員　寺島　禎見

●イタリアの都市のランドマーク
　以前、「イタリアの主要都市の高速道路の出口には、
必ずチェントロ（市中心部）、サッカースタジアム
そしてフィエラ（見本市会場）への行き方が明示さ
れている」という話を聞いたが、イタリアにおいて、
いかに見本市が重要な部分を占めているかを示す好
例であろう。それほどまでに、見本市というものは
イタリア人にとって身近で重要なものである。
●イタリアの見本市の規模
　見本市の規模は、フィエラミラノが３７万５千�、
ボローニャが１５万�、パルマが１２万�の面積を誇
り、日本国内最大の東京ビッグサイトの８万�、幕
張メッセ７万２千�と比べても圧倒的な大きさであ
る。
　また、２０００年にイタリアで開催された国際見本市
（海外からの出展者の割合が１５％以上、海外からの
来場者の割合が４％以上）は１４４件、展示総面積４１２
万�、出展者数約１１万社、来場者は１，１００万人で
あり、これらの出展者や来場者の宿泊費、移動のた
めの交通費、飲食費を含め、見本市は一大産業であ
ると言える。
　欧州内では、と言うより世界において、ナンバー
１の見本市大国はドイツであるが、そのあとに続く
のがイタリアであり、フランス、英国であるが、展
示総面積、出展者数、開催件数など数値によって微
妙に順位は異なるが、これら３国が第２位グループ
と言えよう。
●イタリアのデザイン
　ダ・ビンチやミケランジェロの例を出すまでもな

く、イタリアは遠い昔か
ら世界のデザインの中心
にあった。現在でも、イ
タリアのデザインは高い
評価を受けており、デザ
イン関連の見本市も例え
ば、モ ー ダ・ミ ラ ノ
（ファッション）は特に
有名で、その他にもマ
チェフ（家庭用品、宝飾品）やサローネ・デル・
モービレ（家具）、ミペル（ハンドバッグ）、ミカム
（靴）、ミド（眼鏡）など、世界のデザインはイタ
リアの見本市から発信されていると言えるかも知れ
ない。
●ＰＲではなく商談の場
　イタリアも含め欧米の見本市会場は商談の場であ
る、という認識が強い。出展者は見本市にあわせ新
製品を開発し、バイヤーは半年、一年の商談を見本
市会場で行っているという感覚である。一方日本に
おいては、見本市は PRの場であり、商談は見本市
でもらった名刺やパンフレットをもとに後日コンタ
クトを取る場合が多いと思われる。予算に関しても
同じようなことが言え、イタリアなど欧米では、見
本市出展が重要な販売促進経費と見られているのに
対し、日本では広報宣伝費という認識が一般的で、
前者が好不況に関係なく投資されるのに対し、後者
のそれは不況時に真っ先に削減される経費と言えそ
うである。
●新ミラノ見本市会場
　現在のミラノ見本市会場は１９２０年に設立され、そ
の後規模を拡大しながら現在の姿になっているが、
手狭な会場と駐車場、昨今の交通渋滞などに対応す
るため、新見本市会場がミラノ市北西の Rho（ロー）
市、Pero（ペロ）市にまたがる部分に建設される。
　建設は２００２年１０月１日から開始され、２００５年春
には完成の見込みで、現在の見本市会場は規模を縮
小して存続、新旧の見本市会場を合わせた面積は世
界最大となる見込みである。

９月６日からマチェフが開催されている、ミラノのフィエラ（見本市会場）

�
…「
景
観
に 
命
吹
き
込
む 
い
い
サ
イ
ン
」 
９
月
１
日
〜　

日
は『
屋
外
広
告
美
化
旬
間
』で
す

１０
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協
同
組
合
飛
騨
木
工
連
合
会
（
関

道
朗
理
事
長
）
主
催
の
『
二
〇
〇
二

飛
騨
高
山
暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典
』

が
、
九
月
四
日
か
ら
五
日
間
、
高
山

市
下
林
町
の
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
ま
で
は
『
オ
ー
ル
飛
騨
・
木

の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と

し
て
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、

今
年
か
ら
名
称
を
新
た
に
し
、
毎
年

の
開
催
と
な
っ
た
。�
温
故
知
新
�
を

テ
ー
マ
に
、
飛
騨
の
匠
の
技
を
伝
え

る
家
具
展
や
家
具
掘
り
出
し
市
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

メ
イ
ン
の
「
新
作
家
具
展
示
会
」

で
は
新
作
家
具
約
四
千
点
、「
飛
騨
の

ク
ラ
フ
ト
展
」
で
は
伝
統
の
飛
騨
春

慶
、
一
位
一
刀
彫
り
等
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
高
山
・
高
山
工
業
・
斐
太

農
林
高
校
の
生
徒
が
昨
年
共
同
製
作

し
た
か
ら
く
り
屋
台
「
匠
龍
台
」
も

展
示
さ
れ
、
高
さ
五
・
二
ｍ
の
屋
台

を
背
景
に
、
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者

が
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
組
合
は
、
今
年
の
創
立

　

周
年
記
念
と
し
て
『
新
・
飛
騨
の

５０匠
も
の
が
た
り
』（
一
七
六
頁
・
フ
ル

カ
ラ
ー
・
税
込
二
、
五
〇
〇
円
）
を

出
版
。
豊
富
な
写
真
等
を
掲
載
し
、

飛
騨
の
匠
の
ル
ー
ツ
か
ら
現
代
の
家

具
づ
く
り
等
ま
で
を
解
説
し
て
い
る
。

当
日
は
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
飛
騨
の
匠
新
旧
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト

を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
」
や
「
岐
阜
・
木

の
国
デ
ザ
イ
ン
展
」
等
も
行
わ
れ
た
。

イ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
実
演
講
演
会

も
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
ら
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
巧
み
な
話
術

に
聴
き
入
っ
た
。

　

ま
た
、
瑞
浪
陶
磁
器
工
業　

（
村

（協）

瀬
英
生
理
事
長
）
主
催
の
『
二
〇
〇

二
み
ず
な
み
四
季
の
器
展
示
会
』
も

瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
組
合
員
の
中
か
ら
十
社
が
約

千
五
百
点
を
出
展
。

　

出
展
者
は
商
社
の
買
い
付
け
担
当

者
ら
と
の
商
談
で
、
商
品
に
対
す
る

反
応
を
確
か
め
て
い
た
。

�
…
９
月
は『
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
化
月
間
』で
す　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

�
�
��
�
�
�
��
�
�
�

　

飛
騨
木
工
連
・
暮
ら
し
と
家
具
の
祭
典

（協）

　

土
岐
市
内
七
地
区
の
陶
磁
器
工
業

　

（
下
石
・
駄
知
・
妻
木
・
肥
田
・

（協）泉
・
土
岐
津
・
土
岐
津
西
部
）
が
加

盟
す
る
土
岐
市
陶
磁
器
工
業
協
同
組

合
連
絡
協
議
会
（
加
藤
半
一
郎
会
長
）

は
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
二
日
間
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
『
第　

回
１１

ニ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
土
岐
二
〇
〇

二
』
を
開
催
し
た
。

　

七
組
合
か
ら
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
組
合
員
百
五
十
三
社
が
来
春
向

け
の
新
作
約
三
千
点
を
出
品
。
土
も

の
が
大
半
を
占
め
、
手
作
り
風
で
明

る
い
色
目
の
陶
磁
器
が
多
く
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
も
の
が
並
ん
で
い
た
。

　

会
場
に
は
産
地
卸
商
社
ら
が
多
数

来
場
し
、
新
作
を
手
に
取
り
品
定
め

し
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
特
別
開
催
と
し
て
「
器

が
呼
ん
で
る
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��
�
�
�
�
	


�
	
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�

�
�
�
�
�
�
�
�

陶
磁
器
新
作
展
示
会

土　

岐

瑞　

浪
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岐
阜
労
働
局
の
桑
島
靖
夫
局
長
が

八
月
二
十
二
日
に
本
会
へ
来
会
し
、

「
新
規
高
校
卒
業
者
の
求
人
枠
の
拡

大
・
確
保
」
に
つ
い
て
、
中
央
会
並

び
に
本
会
会
員
に
対
す
る
周
知
・
協

力
に
関
す
る
要
望
書
を
辻
正
会
長
に

手
渡
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
。

　
『
雇
用
失
業
情
勢
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
は

低
水
準
で
の
推
移
が
続
き
完
全
失
業

率
も
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
七
月
末
現
在
、

県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
理
し
た
来

春
高
校
卒
業
予
定
者
に
係
る
求
人
は

前
年
同
期
比
二
四
・
二
％
減
少
し
、

求
人
倍
率
も
〇
・
六
八
倍
と
な
る
な

　
「
労
災
か
く
し
」
は
法
律
に
違
反
す

る
行
為
で
あ
り
、
悪
質
な
労
災
か
く

し
と
し
て
検
察
庁
へ
書
類
送
検
さ
れ

る
事
案
は
跡
を
絶
た
ず
、
ま
た
、
被

災
労
働
者
の
救
済
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
労
災

か
く
し
の
横
行
は
、
安
心
し
て
働
く

こ
と
の
で
き
な
い
職
場
が
増
加
す
る

ば
か
り
か
、
労
働
災
害
防
止
対
策
を

柱
と
す
る
労
働
行
政
の
推
進
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
こ
う
し
た
事

態
を
防
止
、
排
除
す
る
た
め
の
周
知
・

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
、
労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、「
労
働
者
死
傷
病
報
告
」
を
遅

滞
な
く
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

に
提
出
し
て
下
さ
い
。（
事
業
者
の

方
）

　

二
、
労
働
災
害
の
受
診
は
「
労
災

保
険
」
で
！
〜
健
康
保
険
は
使
え
ま

せ
ん
〜
（
事
業
者
、
労
働
者
の
方
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
労
働
局

労
働
基
準
部
監
督
課
・
�
〇
五
八
（
二

日
（
水
）、　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

５０

【
場
所
】岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル「
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
」

【
内
容
】
①
「
高
年
齢
者
雇
用
優
良

企
業
」
等
の
表
彰
②
記
念
講
演
「
地

域
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
」《
講
師
》コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長　

細
内
信
孝
氏

　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、　

岐
阜
県

（社）

雇
用
開
発
協
会
・
�
〇
五
八
（
二
七

二
）
三
二
五
一
ま
で
。

新
規
高
卒
者
の
求
人
枠
拡
大
・
確
保
を

桑
島
岐
阜
労
働
局
長
が
来
会
、要
望

ご案内

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


高
齢
者
の
継
続
雇
用
促
進
を

　
　

月
の
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月

１０
間
」
に
合
わ
せ
て
、
高
年
齢
者
が
六

十
五
歳
ま
で
現
役
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
制
度
（
継
続
雇
用
）
の
促
進
と

雇
用
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
雇
用
就
業
問
題
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、『
岐
阜
県
高

年
齢
者
雇
用
促
進
大
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
【
主
催
】
岐
阜
県
、　

岐
阜
県
雇
用

（社）

開
発
協
会
【
後
援
】
岐
阜
労
働
局

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）【
日
時
】　

月　
１０

１６

　
『
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
法
律
』

は
、
障
害
者
雇
用
率
算
定
制
度
の
見

直
し
等
が
な
さ
れ
、
平
成
十
四
年
五

月
七
日
改
正
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
障
害
者
雇
用
率
の
算
出
に
用
い

る
「
除
外
率
」
は
、
平
成
十
六
年
四

月
か
ら
廃
止
を
目
指
し
段
階
的
に
縮

小
　

②
障
害
者
雇
用
率
を
達
成
し
て
い

四
五
）
八
一
〇
二
、
又
は
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

��������	
����

「
�
労
災
か
く
し
�は
犯
罪
で
す
」

岐
阜
労
働
局
監
督
課

ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

学
卒
求
人
手
控
え
の
理
由
に
は
、

即
戦
力
採
用
の
た
め
の
高
卒
採
用
か

ら
一
般
中
途
採
用
へ
切
り
替
え
、
先

行
き
の
不
透
明
感
が
払
拭
さ
れ
な
い

た
め
の
定
期
採
用
の
見
送
り
等
の
理

由
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

若
年
労
働
者
の
確
保
及
び
そ
の
育
成

は
社
会
全
体
と
し
て
、更
に
は
、個
々

の
企
業
の
将
来
を
考
え
る
上
で
も
特

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、

九
月
五
日
以
降
、
学
校
か
ら
の
推
薦

が
開
始
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
生
徒
の
推
薦
・
選
考
に

支
障
が
出
て
く
る
可
能
性
が
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
下
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
求
人

開
拓
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
よ
う
と
す

る
、
新
規
高
校
卒
業
者
の
期
待
に
応

え
、
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
職
業
生
活
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
求
人
枠
の
確
保
・

拡
大
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
御
理

解
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
貴
団
体

傘
下
の
会
員
企
業
等
に
も
、
こ
の
旨

御
周
知
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。』

　

こ
の
要
望
を
踏
ま
え
、
中
央
会
で

は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
趣
旨
の

徹
底
を
図
り
た
い
。

『
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
法
律
』改
正

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

な
い
企
業
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣

が
行
う
「
障
害
者
雇
入
れ
計
画
の
作

成
命
令
」
の
発
出
基
準
で
あ
る
実
雇

用
率
が
、
現
行
の
〇
・
九
％
か
ら
一
・

二
％
に
改
正

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
岐
阜
労
働
局

職
業
対
策
課　

地
方
障
害
者
雇
用
担

当
・
�
〇
五
八
（
二
六
三
）
五
五
六

三
）
ま
で
。

�
…「
岐
阜
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム　

大
垣
」開
催
。『「
燃
料
電
池
」が
生
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
』　

月　

日（
金
）・　

時　

分
〜

in

１０

２５

１３

３０

会
場：

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン　

お
問
い
合
わ
せ：

岐
阜
県
商
工
局
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
�
〇
五
八（
二
七
二
）一
一
一
一
・
内
線
三
〇
四
五
ま
で
。
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�
…
９
月
は『
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
』で
す

『ＩＴ研修』のご案内
��������	
����������������������
 !"#$%&'()��*

��������	
�����

��������	
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★学習目標　CADソフトの定番、「Auto CAD」の基本操作を学習します。マシン実習にて、二次元図面を

書き始める前の準備から図面の作成、編集、印刷出力までの操作を学習します。
★学習内容　①CADの概念② CADが登場するまでの歴史（概要）③代表的なCADソフトの紹介④作図に

入る前の準備⑤図形の作成、編集⑥図形作成での便利な機能⑦図面情報の抽出⑧図面の注釈（文
字・ハッチング等）⑨図面の寸法記入⑩コンテント（ブロック図面）の管理⑪図面作成演習⑫イ
ンターネットを利用した図面の管理／インターネット上でのリアルタイムな対応など

　★前提知識　　パソコンのキーボード入力・マウスの基本操作ができること
★使用ソフト　Windows 版 Auto CAD 2000（テキストはＬＴ用を使用）Auto CAD 2002 サンプル CDを受講

後配布します。
【日時】１１月２１日（木）～２２日（金）［２日間］　各日とも午前１０時～午後４時４５分
【場所】ドリーム・コア４階「マルチメディア実習室３」
【受講料】２２,０００円
【締切日】１１月６日（水）

★学習目標　Windows XP で発生している代表的なトラブルシューティングを学習します。また、パソコン
を使用する上で起こり得るトラブルをいくつか事例を挙げて解説します。

★学習内容　①ログオンパスワードのトラブル②起動時のトラブル③致命的なトラブル④終了時のトラブ
ル⑤一般操作のトラブル⑥ネットワークのトラブル⑦再インストールのトラブル

★前提知識　パソコンの基礎知識を持っていること
【日時】１１月１５日（金）［１日完結］　午前１０時～午後４時４５分
【場所】ドリーム・コア４階「マルチメディア実習室２」
【受講料】１２,０００円
【締切日】１０月３１日（木）

★学習目標　Excel を日常業務で利用している方に、Excel の持つ便利な機能の確認と業務に役立つ技術の学
習（ワークシート間のデータ連携等）を目的としています。マシン実習にて、表の作成、基本的
な関数の使い方、データの操作（検索・並べ替え・抽出等）、印刷（レポート）を学習します。

★学習内容　① Excel 基本動作②表の作成・編集（数式の入力、テンプレートの利用）③ブックとワーク
シートの扱い方法④数式と関数⑤グラフと図形⑥インターネット対応機能（電子メールへの添付、
ハイパーリンクの挿入等）

★前提知識　Excel を使って基本的な表計算、編集、印刷ができる方
★使用ソフト　Excel ２００２
【日時】１２月１１日（水）～１２日（木）［２日間］
【場所】ドリーム・コア４階「マルチメディア実習室２」
【受講料】１２,０００円
【締切日】１１月２６日（火）

２次元CAD基礎　－ Auto CAD２０００－

パソコントラブルシューティング

Excel ２００２基礎
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商号の登記にローマ字等を用いるための商業登記規則等の一部改正
～　法　務　省　～
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（１） 改正の内容
　①商業登記規則等の一部改正について

　商号の登記について、ローマ字その他の符号で法務大臣が指定するものを用いることができることとし
ました。
　会社以外の法人の名称の登記についても同様です。

　②商号の登記に用いることができる符号について
　商号の登記に用いることができるローマ字その他の符号については、その範囲を明確にするため、法務
大臣の告示により指定することとしています。
　告示により指定された符号は、次のとおりです。
（ア）ローマ字（大文字及び小文字）
（イ）アラビア数字
（ウ）「＆」（アンパサンド）、「 ’」（アポストロフィー）、「 , 」（コンマ）、「－」（ハイフン）、「 . 」（ピリ

オド）、「・」（中点）
注）（ウ）の符号は、字句（日本文字を含む。）を区切る際の符号として使用する場合に限り用いる

ことができます。したがって、商号の先頭又は末尾に用いることはできません。ただし、「.」（ピ

リオド）については、省略を表すものとして商号の末尾に用いることもできます。

（１） 改正省令の施行前から、定款上、商号にローマ字を用いている場合
　従来から、定款で定める商号にローマ字を用いることが差し支えないとされていたため、定款上は商号
中にローマ字を用い、登記上はその部分がカタカナで表記されている会社があります。
　このような会社が登記上の商号にもローマ字を用いる場合には、登記の更正の申請をすることにより、
商号を訂正することができます。

（２） （１）以外の場合
　定款上の商号が日本文字で表記されている会社が、ローマ字を用いることとしたい場合には、まず、会
社の定款の変更が必要です。定款の変更後に、商号の変更の登記を申請してください。

　平成１４年１１月１日から施行されます。

※法務省のホームページで、上記のほかに「Ｑ＆Ａ」等も閲覧できます。

　ホームページアドレス　http://www.moj.go.jp/

１　商業登記規則等の一部改正の概要

２　既存の会社の商号の登記にローマ字を用いるための手続き

３　施行期日
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吉
城
郡
の
神
岡
鉄
道
「
奥
飛
騨
温

泉
口
駅
」（
神
岡
町
）
に
、
青
い
車
体

の
『
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
』
が
到
着
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
五
月
、
上
宝
村
の
新

平
湯
温
泉
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル

の
呼
び
物
で
、
ラ
ウ
ン
ジ
兼
カ
ラ
オ

ケ
列
車
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
。

　

こ
の
列
車
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
札

幌
〜
函
館
間
を
十
二
年
間
走
っ
て
い

た
「
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
号
」
で
、
欧
州

の
豪
華
特
急
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
内
装

は
赤
の
シ
ー
ト
、
ホ
テ
ル
の
屋
根
色

と
同
じ
青
い
ボ
デ
ィ
と
な
っ
て
お
り
、

神
岡
町
へ
乗
り
入
れ
、
上
宝
村
の
ホ

テ
ル
に
運
び
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
鉄
骨
八
階
建
て

延
べ
床
面
積
一
千
九
百
�
、
露
天
風

呂
や
砂
利
温
泉
な
ど
の
温
泉
の
数
は

十
種
類
、
収
容
人
数
は
約
三
百
八
十

人
と
、
奥
飛
騨
屈
指
の
規
模
と
な
る
。

　

列
車
は
、
駐
車
場
か
ら
ホ
テ
ル
前

で
下
取
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
野
菜
や

果
物
の
青
空
市
場
も
あ
る
。

　

同
時
期
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
る
「
国
際
陶
磁

器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
合
わ
せ
て

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
る
。

　

土
岐
市
の　

土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

（協）

タ
ー
で
は
、　

月　

〜　

日
に
「
第

１０

２６

２７

３
回
秋
の
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
る
。
地
域
一
番
の
集
客
を

誇
る
春
の
ま
つ
り
と
は
一
味
違
い
、

秋
の
ま
つ
り
は
文
化
的
な
香
り
が
漂

う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

注
目
の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
シ
ョ
ー
や
美
濃
焼
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

ろ
く
ろ
等
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
廉
売
市

と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
秋
の
東
濃
路
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　

中
部
経
済
産
業
局
の
市
川
祐
三
前

局
長
の
後
任
と
し
て
、
七
月
三
十
日

付
け
で
大
道
正
夫
（
お
お
み
ち　

ま

さ
お
）
新
局
長
が
就
任
さ
れ
、
八
月

九
日
に
就
任
あ
い
さ
つ
と
し
て
本
会

に
来
会
さ
れ
た
。

　

大
道
氏
は
、
旧
通
商
産
業
省
に
入

省
後
、
宇
宙
産
業
課
長
、
自
動
車
課

長
、
大
臣
官
房
政
策
企
画
室
長
、
大

臣
官
房
参
事
官
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て

い
る
。

よ
る
事
例
発
表
・
意
見
交
換

　
【
日
時
及
び
場
所
】　

月
４
日
（
金
）、

１０

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
《
第
一
部
》「
何

で
も
相
談
」
９
時　

分
〜　

時　

分
、

３０

１１

３０

４
Ｆ
・
四
〇
一
、
四
〇
三
会
議
室

《
第
二
部
》「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」　

時
１３

　

分
〜　

時　

分
、
３
Ｆ
・
三
〇
二

３０

１５

３０

中
会
議
室

　
【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】
岐

阜
県
中
央
会
・
広
報
振
興
チ
ー
ム
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
八（
二
七
七
）一
一
〇
一
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
八（
二
七
三
）三
九
三
〇

�
…「
地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う 
お
年
寄
り
と
こ
ど
も
」 
９
月　

日（
土
）〜　

日（
月
）は『
秋
の
交
通
安
全
運
動
』実
施
期
間
で
す

２１

３０

【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

ご案内

中
央
会『
ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場
Ⅱ
』

個
別
相
談
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
部
経
済
産
業
局
長
に

大
道
正
夫
氏
就
任

秋
を
彩
る
美
濃
焼
イ
ベ
ン
ト

　

東
濃
地
域
の
秋
を
告
げ
る
「
た
じ

み
茶
碗
ま
つ
り
」
が　

月　

〜　

日

１０

１３

１４

の
両
日
、
多
治
見
市
旭
ヶ
丘
の
多
治

見
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー　

で
開
催
さ

（協）

れ
る
。

　

今
年
で　

回
目
の
節
目
を
迎
え
る

２５

が
、
高
価
な
も
の
が
安
く
買
え
る
こ

と
で
人
気
。
団
地
内
の
商
社
が

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
倉
庫
を
開
放
す
る

蔵
出
し
セ
ー
ル
や
廉
売
市
と
し
て
約

三
十
社
が
テ
ン
ト
を
連
ね
る
。
ま
た
、

家
庭
の
不
要
陶
器
を
一
キ
ロ
五
十
円

新
平
湯
温
泉
に
列
車
が
走
る

��

�
�
�
�
�
��

�

を
通
っ
て
敷
地
内
を
流
れ
る
平
湯
川

ま
で
の
約
八
百
ｍ
を
運
行
す
る
。
一

階
ロ
ビ
ー
の
大
理
石
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
列
車
に
乗
り
降
り
で
き
る

た
め
、
本
物
の
駅
さ
な
が
ら
の
雰
囲

気
で
あ
る
。
運
転
は
元
Ｊ
Ｒ
運
転
手

が
行
う
。

　

奥
飛
騨
の
新
平
湯
温
泉
に
列
車
が

走
る
こ
と
が
夢
の
よ
う
で
あ
り
、
地

域
振
興
に
も
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
ま
た
一
つ
、
当
地
域
の
新

し
い
魅
力
に
な
る
。

　

創
業
を
計
画
中
の
方
、
創
業
後
の

様
々
な
経
営
課
題
に
直
面
さ
れ
て
い

る
方
々
等
を
応
援
す
る
た
め
の
交
流

事
業
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場

Ⅱ
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】《
第
一
部
》
何
で
も
相
談
＝

創
業
者
や
経
営
の
向
上
を
図
る
中
小

企
業
が
抱
え
る
諸
問
題
（
経
営
、
技

術
、
情
報
、
人
材
等
）
に
対
し
て
、

弁
理
士
、
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断

士
な
ど
の
専
門
家
を
活
用
し
、
診
断
・

助
言
を
行
う
《
第
二
部
》
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
＝
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－
一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

��������	
��



�
…「
岐
阜
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
」 
９
月　

日（
日
）〜　

月　

日（
火
）は『
飲
酒
運
転
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施
期
間
で
す

１５

１２

３１

【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

　

東
海
財
務
局
で
は
、
財
務
省
及
び

金
融
庁
の
重
要
施
策
や
財
務
局
の
業

務
等
に
つ
い
て
、
財
務
局
管
内
の
各

界
・
各
層
の
方
々
に
適
時
情
報
提
供

を
行
い
施
策
等
の
理
解
を
得
る
と
と

も
に
、
施
策
に
対
す
る
意
見
や
提
言

を
受
け
、
施
策
等
の
適
切
な
決
定
や

運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
四
年
八
月
か
ら
『
財
務
行
政
モ
ニ

タ
ー
』
制
度
を
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱

に
つ
い
て
、
八
月
二
十
九
日
に
中
沢

哲
哉
東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所

長
が
来
会
さ
れ
、
本
会
の
森
本
安
彦

専
務
理
事
が
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
は
、
各
財

務
（
支
）
局
及
び
財
務
事
務
所
ご
と

に
、
各
界
・
各
層
の
幅
広
い
層
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
財
務
所
管

内
で
四
名
、
東
海
財
務
局
管
内
で
は

二
十
一
名
（
岐
阜
含
む
）
が
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
二
年
（
平
成

十
四
年
八
月
一
日
〜
平
成
十
六
年
七

月
三
十
一
日
）。
年
二
回
程
度
財
務
行

政
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
、
施
策

等
に
対
す
る
意
見
聴
取
・
情
報
収
集

が
行
わ
れ
ま
す
。
事
務
局
は
、
岐
阜

財
務
事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
財
務
事
務
所
管
内
の
モ
ニ

タ
ー
は
次
の
と
お
り
。（　

）
内
は
各

界
・
各
層
区
分
。

　

▽
森
本
安
彦
＝
岐
阜
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
・
専
務
理
事
（
経
済
団

体
）
▽
大
松
利
幸
＝
岐
阜
プ
ラ
ス

　

公
正
取
引
委
員
会
の
高
橋
省
三
取

引
部
企
業
取
引
課
長
が
、
八
月
二
十

二
日
に
中
央
会
に
来
会
し
、
辻
正
会

長
を
は
じ
め　

岐
阜
県
情
報
産
業
協

（社）

会
の
横
山
鐵
三
、
宮
地
正
直
、
孫
工

昇
嗣
の
各
副
会
長
ら
と
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
産
業
に
お
け
る
下
請
取
引
の

現
状
と
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　
　

公
正
取
引
委
員
会
企
業
取
引
課

長
来
会
（
中
央
会
情
報
サ
ロ
ン
）

　
　

岐
阜
労
働
局
長
来
会
（
中
央
会

役
員
室
）

プ
（
揖
斐
郡
藤
橋
村
）

　

日　

組
合
等
選
考
委
員
会
（
県
民

２７
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・
交
流
会
（
多

治
見
市
）

　

日　

東
海
財
務
局
・
財
政
講
演
会

２８
（
未
来
会
館
）

　

日　

京
都
府
中
小
企
業
団
体
中
央

２９
会
・
来
会
（
中
央
会
情
報
サ
ロ
ン
）

　
　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務
所

長
来
会
（
役
員
室
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
下
請
取
引
な
ど

公
取
委
・
高
橋
課
長
と
意
見
交
換

『
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
』

県
下
で
四
名
を
委
嘱
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〈
八
月
中
〉

１
日　

平
成　

年
度
外
国
人
研
修
生

１４

指
導
会
議
（
全
国
中
央
会
）

２
日　

第
３
回
岐
阜
地
方
最
低
賃
金

専
門
部
会
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

７
日　

平
成　

年
度
第
２
回
組
織
化

１４

中
央
研
究
会
（
全
国
中
央
会
）

９
日　

中
部
経
済
産
業
局
大
道
正
夫

新
局
長
来
会
（
中
央
会
役
員
室
）

　

日　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改

２２
善
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

岐
阜
）

　
　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
経
済
の

サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展
に
よ
り
、
映
像

製
作
、
運
送
、
情
報
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
い
て
下
請
取
引
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
産
業
を
下
請
法
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
訪
問
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業

に
お
け
る
下
請
取
引
の
現
状
や
課
題

　

日　

小
企
業
者
組
織
化
特
別
講
習

２３
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

〜　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年

２４

２５
中
央
会
・
ふ
れ
あ
い
交
流
キ
ャ
ン

を
把
握
し
、
下
請
法
の
対
象
と
す
る

こ
と
に
対
す
る
問
題
点
等
の
ほ
か
、

東
京
一
極
集
中
や
仕
事
が
大
手
企
業

に
集
中
す
る
問
題
、
事
業
完
了
後
の

支
払
時
期
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

チ
ッ
ク
工
業　

・
代
表
取
締
役
社
長
、

（株）

岐
阜
商
工
会
議
所
・
副
会
頭
、
岐
阜

県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
組
合
・
理
事

長
（
事
業
者
等
）
▽
金
川
五
朗
＝　
（株）

岐
阜
新
聞
社
・
編
集
局
長
（
マ
ス
コ

ミ
関
係
）
▽
金
山
富
士
子
＝
岐
阜
県

消
費
生
活
安
定
審
議
会
・
委
員
、
岐

阜
県
生
活
学
校
連
絡
協
議
会
・
会
長

（
婦
人
・
消
費
者
団
体
）

東海財務局�
�
�
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�
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